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＜八幡小学校教育指針＞ 

１ 人とのつながりを意識し、人に感謝の気持ちを持てるような学びを工夫します。 

２ 一人一人の子供を大切にする教育を進め、つけさせたい力の伸長を図ります。 

３ 学んだことが次に生かせるよう総合的な学習の時間と国語科を軸に研究を行い、カリキュラム・マネジメントを進めます。 

４ 自分の頭で考えたことを、自分の言葉や体、道具を使って表現できるよう指導します。 

５ 自分と他人との違いを理解し、他人の気持ちを考えて行動できるよう学びを進めます。 

６ 運動する楽しさを味わわせ、体力の向上を目指します。 

７ 安全に対し、自ら考えて行動できるよう指導を重ねます。 

８ 保護者・地域の方々の支援をいただきながら、情報を共有し、より良い教育のあり方を工夫します。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標： ◎人と人とをつなぐ 【や】やさしい心をもつ子          ○心  

【わ】わかる・できる・考える子      ○頭  

【た】たくましくげんきな心と体をつくる子  ○体  

 

＜児童の姿＞他人を思い ともに学ぶ 

〇友達･先生･地域の方･保護者等人を大切にする 

〇丁寧な言葉･きれいな学校･友と楽しく過ごす 

 

＜教職員の取り組み＞ 

〇共感的な関係･人と人とをつなぐ 

〇児童に寄り添う･児童理解 

〇丁寧に・根気強く 

 

 

 

＜児童の姿＞深く・粘り強く考える 

〇自分の考えを伝える･比べる･わかる楽しさを知る 

〇追究する･あきらめない･深く学ぶ 

  

＜教職員の取り組み＞ 

〇体験･感動･人とのふれあい･心と記憶に残る学び 

〇基礎基本と応用的な学び・個に応じた学びの充実 

〇主体的な学び･目標に向かって粘り強い取り組み 

 

＜児童の姿＞自ら考えより良い体を作る 

〇生き生きと健康で、安全に行動する 

〇好ましい生活習慣を身につけ、自ら体を動かす 

 

＜教職員の取り組み＞ 

〇児童の自己有用感を高める 

〇児童自ら考える安全指導と運動指導の推進 

〇危機管理の共通理解 

１教職員と児童 ２児童と児童 ３教職員と保護者 ４ 児童と地域の方 ５ 教職員と教職員 ６教職員と地域の方 ７本校と他の学校 

１共に楽しむ 

 

１教師の独自性を生かし児童を伸ばす 

 

１主体的対話的な深い学びを進める 

 

１教科担任制を進め多くの目で育てる 

 

２意見や考えの違いを伝えあう・いじめをなくす 

６地域・保護者の方々からの教育的な支援を図る ３児童の情報を共有し教育観を示す ４支えてくれる方の気持ちを知る ５同じ目標に向かう ７幼・保、中との連携を図る 
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